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④ グリーン（環境）に対する取組み（エコドライブは除く） 

 四国西濃 こばうん 熊本西濃 ロジックス セイノー通関 

 

 

新たに 

取組みした内容 

（テーマ） 

 

 

・待機中、長時間アイドリングをしている 

車両を調査 

⇒ドラレコのデータより３０時間以上アイド 

リングしている車両を抽出し、長時間 

アイドリングしている理由を調査した 

現在は８車両が該当しているが、 

詳細な状況の聞き取りを行い、 

対応策を検討する 

・電気使用量 

目標：前年比５％削減 

電気スイッチ部に（消灯確認シート）を 

設置 

全員で意識を高め、消し忘れを排除・ 

ペーパーレス化（コピー用紙削減） 

目標：前年比５％削減 

裏紙専用箱を各セクションに設置。 

社内のみ使用するコピーは 

裏紙使用ルール 

・小さな親切運動（地域清掃活動） 

地域、構内を一斉清掃、年度計画 

にて実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土曜日・午後からの配達便の集約 

１０コースを５コースに減便・集約して配達 

する 

・営業車をハイブリットリース車へ置き換え  

カーボンオフセット輸送研究チームの発足、 

ＣＯ２ 排出量算定・削減支援クラウド 

サービスのトライアル使用 

【ペーパーから電子化へ】 

・社内文書（稟議書などの電子決裁） 

・通関法定保管書類の電子保管推進中 

・発行請求書のＷｅｂ化 

【コピー削減】 

・両面印刷でのコピー用紙削減 

・会議資料のペーパーレス化 

効果・実績に 

ついて 

・これから夏場に向けて、アイドリング 

しなくても室温を一定に保つ装置などの 

調査や選定を行っていく 

・２０２３年度 取組み継続 

２０２２年度３月実績 

・電気使用量：前年比８０．４％ 

（１７，６６０円削減） 

・ペーパーレス化（コピー用紙削減） 

前年比：９５％（５，３００円削減） 

・削減効果は表れていると評価 

取組みは継続、使用料の検証を行い 

無駄を省いていく 

・小さな親切運動（地域清掃活動） 

近隣住宅、企業周辺のグりーン環境維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土曜日の午後から 

変更前 １コース×約４０ｋｍ走行していた 

×１０コースで４００ｋｍ走行 

・集約後 １コース５５ｋｍ走行 

×５コースで２７５ｋｍ走行 

・４００ｋｍ－２７５ｋｍ＝１２５ｋｍ 

軽油１ℓ ６ｋｍ走行するとして約２０リットル 

の削減となり１ヶ月で約１００リットルの削減 

・海上混載輸送におけるＣｏ２削減を現行 

サービスに落とし込み、環境対策を行う 

荷主企業に貢献できる仕組みを構築 

【ペーパーから電子化へ】 

・稟議書    ２００件／年  

・保管資料、請求書 ５０万枚／年 

【コピー削減】 

・Ａ４コピー用紙で１２万枚（約４８箱）の削減 

 


